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バリアフリー整備を実施する民間施設の例

バリアフリー整備を実施する公共施設の例
　市の施設（建築物、道路、公園など）は、
遵守基準より高い水準（整備基準や望ましい
整備）のバリアフリー整備に努めています。

個人住宅　個人住宅は、「町
田市福祉のまちづ
くり総合推進条例」
の対象外です。
㊟店舗併用住宅の店舗部
分は、本条例の対象です。

　町田市では、「町田市福祉のまちづくり総合推進条例」において、一定規模以上の施設に
対するバリアフリー整備の基準を定め、公共施設及び民間施設ともに、全ての人が利用し
やすい施設の整備を目指しています。

このチラシには、音声コードを印刷しています。専用の読み上げ装置やスマートフォンアプリ等で
読み取ると、記録している情報を音声で聞くことができます。

※バリアフリー整備の例や施設整備のフローチャートは裏面参照

町田市福祉のまちづくり総合推進条例における施設整備の基準等

＊2「特定都市施設」とは、都市施設のうち、特に施設の整備を推進する必要があるもので、規則で定める用途及び規模の施設
＊3「都市施設」とは、多数の者が利用する建築物のうち、規則で定めた建築物

●遵 守 基 準：

●整 備 基 準：
●望ましい整備：

特定都市施設*２の新築・増築等をしようとする者は、適合を遵守しなければ
ならない基準
都市施設*３の所有者等が適合に努めなければならない基準
整備基準を満たした上で、配慮することが望ましい水準

町田市のユニバーサルデザイン・
バリアフリーのまちづくり！

赤枠内の施設整備主は、条例に基づくバリアフリー整備が必要です。

子どもから大人、高齢者、障がい者など全ての
方が住みやすい、ユニバーサルデザインやバリ
アフリーに配慮した「ユニバーサル *１」なまち
づくりに取り組んでいます。
＊１「ユニバーサル」とは一般的や普遍的、全てに共通であるさま


